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完
成
近
い
秋
山
中
学
校

溌議灘溌蕊塞蕊蕊

第
一
期
工
事

山
間
へ
の
学
校
形
態
と
な
し
、
学
校
経
小
学
校
の
統
合
完
成
と
、
遂
年

き
地
に
お
営
の
合
理
化
と
数
員
組
織
の
充
統
廃
合
を
実
施
し
昭
和
三
十
五

け
る
小
規
実
を
図
る
た
め
昭
和
三
十
二
年
年
三
月
三
十
一
日
花
貫
中
学
校

模
学
校
を
市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
計
画
及
び
若
栗
中
学
校
を
廃
止
し
、

解
消
し
て
を
樹
て
、
横
川
中
を
高
萩
中
に
翌
四
月
一
日
こ
＠
一
校
と
高
萩

適
正
規
模
統
合
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
東
中
学
校
学
区
の
う
ち
秋
山
小
学

校
学
区
内

の
生
徒
を

含
め
て
秋

山
中
学
校

を
新
設
い

た
し
ま
し

た
こ
と
は

既
に
ご
承

知
の
と
お

り
で
あ
り

ま
す
。秋
山
中

学
校
は
、

大
字
高
萩

字
南
原
地

内
に
校
地

総
面
積
八

八
三
五
坪

を
取
得
し

昨
年
五
月

か
ら
六
月

に
わ
た
っ

て
陸
上
自

衛
隊
勝
田

施
設
学
校

の
施
設
教

導
大
隊
に
依
頼
し
て
校
地
の
造

成
を
な
し
広
大
な
面
積
を
誇
る

マ
ン
モ
ス
校
庭
が
完
成
し
て
お

り
ま
す
。

校
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

年
次
計
画
の
三
期
継
続
事
業

に
よ
り
実
施
計
画
を
い
た
し
、

矛
一
期
工
事
を
昭
和
三
十
五

年
度
の
統
合
に
よ
る
国
庫
補
助

事
業
と
し
て
昨
年
十
月
十
四
日

日
立
土
木
Ｋ
Ｋ
の
手
に
よ
っ
て

起
工
し
目
下
工
事
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
三
階
建
、
普
通
教

室
十
二
、
昇
降
口
兼
階
段
室
六

便
所
四
、
塔
屋
一
、
注
築
延
面

積
一
、
○
五
九
平
方
米
（
三
二

一
坪
）
で
屋
上
は
完
全
な
る
手

摺
を
廻
ら
し
小
運
動
場
と
な

り
教
室
内
は
最
大
の
採
光
面
秋

に
よ
っ
て
明
る
く
、
ま
た
内
壁

等
も
工
夫
し
て
音
響
効
果
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
簡
単
に
設
計

．
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
一

に
二
米
の
テ
ラ
ス
二
階
及
び
三

階
に
同
様
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
南

に
張
出
し
教
室
の
拡
張
又
は
通

路
等
に
高
度
の
利
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
給
水
、
排
水

の
完
備
と
水
洗
式
便
所
、
各
室

に
蛍
光
電
灯
、
タ
イ
ル
の
手
洗

所
、
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
（
物
入

れ
）
放
送
、
テ
レ
ビ
等
視
聴
覚

設
備
も
整
え
校
内
生
活
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
建
物
の
最
高
の
高
さ

が
一
三
、
七
米
屋
上
の
高
さ
は

一
、
一
米
で
屋
上
か
ら
の
眺
望
は

西
に
雄
大
な
阿
武
隈
の
支
脈
と

炭
砿
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
東
は
遠
く

小
名
浜
の
港
か
ら
日
立
沖
眼
下

に
向
洋
と
手
綱
部
落
が
手
に
と

れ
そ
う
に
見
え
ま
す
南
原
の
高

台
に
聾
ゆ
る
白
亜
の
殿
堂
は
周

囲
の
山
野
に
調
和
し
近
代
建
築

の
先
端
方
誇
る
校
舎
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
総
工
事
費
は
千
八
百
八

万
円
で
財
源
は
、
国
庫
補
助
金

六
百
二
十
五
万
余
円
、
起
債
九

百
万
円
、
一
般
財
源
二
百
八
十

二
万
余
円
で
あ
り
ま
す
。
三
月

二
十
日
の
完
成
予
定
を
目
前
に

控
え
作
業
場
は
早
朝
よ
り
夜
半

ま
で
動
力
と
共
に
槌
音
が
響
い

て
お
り
ま
す
◆
ま
た
生
徒
の
急

増
対
縦
事
業
と
し
て
、
オ
ニ
期

工
事
を
、
昭
祁
三
十
五
年
度
事

業
の
追
加
で
近
Ⅲ
中
に
着
工
す

る
逆
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
期
工
事
は
普
通
教
室
七
、
校

長
室
、
賑
員
室
、
昇
降
口
兼
階

段
室
三
、
便
所
二
で
雄
築
延
面

積
は
七
二
三
平
方
米
（
二
一
九

坪
）
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
校
舎
完
成
後
は
、

現
在
高
萩
小
学
校
舎
の
一
部
使

用
（
一
年
生
、
三
五
○
名
、
七

学
級
）
及
び
高
萩
中
学
校
舎
の

一
邪
使
用
（
二
、
三
年
生
、
三

六
二
名
、
七
学
級
）
と
に
よ
っ

て
分
散
事
業
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
仮
校
舎
を
解
消
し
て
全
生

徒
を
一
校
に
収
容
さ
せ
教
育
の

機
会
均
等
を
図
り
義
務
教
育
の

万
全
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
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「
成
人
の
日
一
は
そ
れ
に
ふ
さ
分
強
の
四
七
○
名
で
あ
っ
た
。

わ
し
く
快
晴
に
恵
ま
れ
、
青
い
会
場
は
四
人
用
の
腰
掛
、
横
六

空
に
高
校
の
日
の
丸
の
旗
が
高
列
、
縦
二
○
列
、
両
側
に
男
性

々
と
は
た
め
い
て
い
た
の
が
と
内
側
は
女
性
が
占
め
、
階
上
か

て
も
美
し
く
印
象
的
だ
っ
た
。
ら
眺
め
下
す
と
晴
れ
着
に
陽
光

高
萩
市
の
本
年
の
成
人
該
当
が
映
え
、
白
菊
が
咲
き
競
う
よ

者
は
六
一
三
名
（
男
二
八
九
名
う
に
場
内
は
柔
か
く
明
る
ん
で

女
二
三
四
名
）
参
加
者
は
例
年
い
た
。
開
式
午
前
十
時
、
国
歌

に
な
い
出
足
の
よ
さ
で
七
割
五
斉
唱
、
安
村
市
長
式
辞
、
来
賓

蕊
出
足
の
よ
か
っ
た

成
人
式
典

若
人
の
決
意
も
新

の
道
を
歩
承
続
け
て
き
た
が
い

つ
で
も
困
難
に
突
き
当
っ
た
と

き
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
唯

一
の
方
法
は
全
力
を
あ
げ
て
努

力
し
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ

し
て
今
後
も
そ
う
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
意
味
の
頼
し
い
こ

と
を
述
べ
満
場
の
拍
手
を
浴
び

た
。
思
え
ば
、
本
年
の
成
人
該

当
者
は
出
生
の
と
き
か
ら
日
本

の
歴
史
と
と
も
に
否
応
な
し
に

混
迷
の
道
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
し
、
昨
日
ま
で
は

必
ら
ず
し
も
好
し
く
な
い
く
イ

テ
イ
ン
の
批
判
を
一
身
に
浴
び

な
が
ら
成
長
し
て
き
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
彼
等
の
瞳
は
驚
く

ほ
ど
清
く
澄
み
、
立
派
に
成
長

し
た
体
躯
と
物
の
考
え
方
の
豊

か
さ
は
新
時
代
を
担
う
青
年
に

ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。

式
終
了
後
、
市
民
合
唱
団
は

「
教
郷
を
離
れ
る
歌
」
高
萩
中

学
校
吹
奏
楽
団
は
「
行
進
曲
ア

ル
ビ
オ
ン
」
等
を
そ
れ
ぞ
れ
合

唱
、
演
奏
し
成
人
該
当
者
の
晴

れ
の
門
出
を
祝
っ
て
、
盛
大
裡

に
成
人
式
は
閉
ら
れ
た
。

一
）
■
■
１
１
●

Ｉ

去
る
五
月
日
赤
社
員
増
強
並

に
事
業
資
金
募
集
運
動
、
十
月

共
同
募
金
運
動
、
年
末
に
当
り

十
二
月
の
歳
末
助
け
合
ひ
運
動

と
引
続
き
社
会
福
祉
事
業
の
一

端
と
し
て
地
域
社
会
福
祉
増
進

の
た
め
の
運
動
で
は
あ
り
ま
し

た
が
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
左
記
の

と
お
り
優
秀
な
る
成
果
で
あ
り

資
金
募
集
に
つ
い
て

目
標
額
三
三
○
、
○
○
○
円

実
績
額
三
三
四
、
一
七
○
円

達
成
率
一
○
一
、
二
％

内
訳①戸
別
募
金

二
三
一
、
七
○
八
円

②
大
口
募
金

八
三
、
三
○
○
円

③
学
校
募
金

ご協力ありがとう

各種募金運動の総決算

こ
こ
に
紙

上
を
も
っ

て
結
果
を

ご
報
告
い

た
し
ま
す

と
共
に
今

後
な
お
一

層
の
ご
支

援
と
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。
記
一
、
日
赤

社
員
増
強

並
に
事
業

キ
ェ
リ

ま
し
た
。

心
か
ら
感

謝
い
た
し

一
六
、
○
六
二
円

④
そ
の
他

（
個
人
特
別
社
員
費
）

三
、
一
○
○
円

二
、
共
同
募
金
に
つ
い
て

目
標
額
四
六
四
、
○
○
○
円

実
績
額
四
二
八
、
九
九
一
円

達
成
率
九
二
、
四
％

内
訳
①
法
人
募
金

（
一
口
一
、
○
○
○
円
以
上
）

七
口
一
二
、
○
○
○
円

②
個
人
大
口
募
金

（
一
口
一
、
○
○
○
円
以
上
）

一
九
、
○
○
○
円

③
戸
別
募
金

二
四
七
、
八
三
○
円

他
街
頭
募
金

一
六
、
二
五
六
円

⑤
学
校
募
金

三
七
、
九
○
五
円

⑥
市
内
商
店
街
連
合
会

よ
り

三
○
、
○
○
○
円

③
そ
の
他

（
三
○
○
円
以
上
、
一
、
○
○

○
円
未
満
の
個
人
及
法
人
）

六
六
、
○
○
○
円

三
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
つ

い
て

目
標
額
一
五
○
、
○
○
○
円

実
績
額
一
八
○
、
○
○
○
円

達
成
率
一
二
○
、
○
％

①
収
入
の
部

㈹
寄
附
金

一
八
○
、
○
○
○
円

内
訳

組
内
寄
附
金
一
七
一
、
○
○
○
円

高
萩
文
化
ク
ラ
ブ
寄
附
金

高
萩
キ
リ
ス
ト
教

個
人
寄
附
金

働
前
年
度
三
四

収
入
計
二
一
四

②
支
出
の
部

㈹
配
分
金

一
九
三

内
訳

被
保
護
世
帯一
四
三

要
保
護
世
帯

一
五

病
院
、
診
療
所
入
一
七

養
老
院
入
院
者
一
ハ

鹿
島
更
生
園
及
び

農
場
高
萩
臨
海
学
園
九

筑
波
学
園
外
九
施五

㈲
経

五

内
訳

通
信
費
三

消
耗
品
費
二

旅
費
支
出
計
二
○
四

③
差
引
次
年Ｌ

警
察
署
よ
り
の
依
頼
分

費 、
九
○
○
円

友
部
後
保
護

六
○
○
円

、 、繰 、
四四越六
九九金○
五五 ○
円円 円

癖｜
月金目i

、
七
五
○
門

院
者
、
四
○
○
円

引1』

区、
二
七
五
円

・
○
七
○
円

三
○
○
円

．
六
七
五
円

度
繰
越
金

、
八
二
○
円

』
、
、
ｌ
ジ
ヘ
ー
ノ
局
ｕ
Ｊ

－
／
／
Ｉ
、
／
Ｉ
Ｌ
ｒ
ト
ー

四
○
○
円

四
○
○
円

六
五
○
円

四
○
○
門

〈
二
五
円
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国
民
年
金
法
が
制
定
さ
れ
て

以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
制
度

に
対
す
る
実
施
延
期
、
或
は
反

対
の
運
動
が
国
民
の
一
部
に
起

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の

た
め
に
市
民
の
中
に
も
年
金
制

度
に
対
す
る
疑
念
或
は
不
安
を

抱
か
れ
た
方
も
少
な
く
な
い
と

存
じ
ま
す
。

し
か
し
全
国
的
に
こ
う
し
た

社
会
の
動
き
を
み
た
時
、
決
し

て
反
対
の
た
め
の
反
対
で
な
く

制
度
の
迎
川
に
当
っ
て
の
内
容

改
善
が
主
な
Ⅱ
裸
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
厚
生

肴
と
し
て
も
全
脚
民
に
こ
の
年

金
制
度
を
理
解
し
て
頂
く
た
め

に
今
般
改
蕃
連
助
に
表
れ
た
主

な
川
蝿
点
を
取
り
上
げ
次
に
示

す
よ
う
な
改
正
草
案
が
ま
と
ま

弘報氏

樅記畷
Ｌ

可

Ｌ

Ｐ

■

．

軋

ア

設

い

寺

国
民
年
金
は

大
巾
に
改
善
さ
れ
ま
す

f

’

な
く
な
り
ま
し
た

国
民
年
金
と
云
へ
ぱ
、
か
け

捨
て
の
心
配
が
一
番
大
き
な
問

題
点
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

確
か
に
四
○
年
と
云
う
長
い

保
険
者
期
間
で
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
期
間
内
に
死
亡
し
た
場
合

現
行
法
で
は
附
加
保
険
料
を
納

め
な
い
限
り
積
立
て
た
保
険
料

は
戻
っ
て
来
な
い
の
で
こ
の
点

誰
も
が
考
え
た
事
と
思
い
ま
す

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う

し
た
脳
み
は
な
く
な
り
ま
す
。

死
亡
一
時
金
制
度
が
出
来
、

三
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
死

亡
し
た
場
合
に
は
次
の
金
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

り
ま
し
た
の
で
蚊
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

〆 ､

L－ノ

｛
け
捨
て
の
心
配
は

…
鐙

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
現

行
法
で
す
と
六
十
五
才
に
な
ら

な
い
と
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
六
十
五
才

か
ら
で
は
遊
す
ぎ
る
と
云
う
方

に
は
希
望
に
よ
っ
て
減
額
老
令

年
金
を
そ
の
老
人
が
死
亡
す
る

／－、

k,－ノ

老
令
年
金
は
希
望
に

よ
っ
て
六
十
才
か
ら

減
額
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

〃
４
刀
Ｅ
Ｊ
刊

q

．

。

ま
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
支
給
額
に
つ
い
て

は
政
令
で
別
に
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
六
十
才
に

な
る
ま
で
保
険
料
を
積
み
立
て

直
ち
に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
訳
で
す
。

迄
拡
張
さ
れ
ま
し
た

母
子
年
金
は
扶
養
義
務
者
で

r＝=、
、一ノ

象
が
準
母
子
世
帯
に

母
子
年
金
の
支
給
対

金

現
行
法
で
す
と
母
子
、
障
害

遺
児
年
金
は
三
年
以
上
保
険
料

を
納
め
た
か
、
保
険
料
の
免
除

期
間
を
除
い
て
一
年
六
ヶ
月
以

上
保
険
料
を
納
め
た
者
で
な
い

と
受
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
期
刷
が
短
縮
さ

れ
て
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め

た
者
及
び
免
除
期
間
を
除
い
て

六
ヶ
月
以
上
保
険
料
を
納
め
て

お
れ
ば
年
金
を
受
け
る
資
格
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

あ
る
夫
に
死
亡
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
母
と
子
に
年
金
が

支
給
さ
れ
る
ご
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
此
の
度
の
改
正
で
は

準
母
子
つ
ま
り
祖
母
や
姉
が
十

八
才
未
満
の
子
、
又
は
二
十
才

未
満
の
身
体
障
害
者
を
親
代
り

に
子
供
を
扶
養
し
て
い
る
場
合

で
も
母
子
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
但
し
こ
の
場
合
姉
及
祖
母

が
母
子
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
特
例
に
よ
り
保
険
料
一
年
以

上
納
め
た
者
）
を
満
し
て
い
る

者
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
こ
の
点

特
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
願
い
ま

す
。
叉
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
母

子
福
祉
年
金
に
つ
い
て
も
準
母

子
世
帯
に
ま
で
支
給
対
象
が
広

が
り
ま
す
の
で
四
月
一
日
以
後

市
役
所
の
方
へ
申
し
出
て
頂
き

ま
す
。（画
蝿
害
訓

料
を
納
め
た
も
の
か

ら
支
粕
さ
れ
ま
す

金
は
一
年
以
上
保
険

」

ｲ

母
子
迫
児
年

７
未
支
給
年
金
の
支
給

五
ｌ

く
に
つ
い
て

現
在
の
未
支
給
年
金
の
支
給

の
対
象
は
母
子
、
遺
児
年
金
の

受
給
権
者
の
み
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
こ
の
制
限
が
大
巾
に
改
め
ら

れ
、
老
令
、
障
害
年
金
に
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な

参
考
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、

今
迄
老
令
福
祉
年
金
の
受
給

権
者
で
年
金
支
給
日
は
一
月
は

六
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
一

月
五
日
以
前
に
死
亡
し
た
場
合

は
経
過
月
分
九
月
Ｉ
十
二
月
の

四
ヶ
月
分
は
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
今
後

は
こ
の
未
支
給
分
に
つ
い
て
肱

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
配
偽

者
、
子
、
父
母
、
孫
等
の
肌
位

で
そ
の
者
の
名
義
で
術
求
す
れ

ぽ
未
支
給
分
の
年
金
を
も
ら
、
７

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
た
り
ず

す
。
但
し
そ
の
場
合
Ｗ
月
一
日
以

後
に
通
則
さ
れ
る
こ
と
に
た
り

ま
す
の
で
念
の
た
め
叩
し
添
え

ま
す
。以
上
の
よ
う
に
今
岡
大
巾
に

改
正
が
な
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
も
暫
次
不
合
理
な
点
は
改

め
ら
れ
、
国
民
の
生
祇
を
雌
陣

す
る
名
実
共
に
充
失
し
た
制
度

が
出
来
上
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

。
年
金
制
度
に
対
す
る
今
ま
で

の
疑
念
を
捨
て
、
新
し
い
時
代

は
新
し
い
年
金
で
生
活
の
安
定

を
図
っ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
未
加
入
の
対
象
者
は
奮
っ
て

加
入
願
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所

国
民
年
金
係

－269－

’
三
十
五
年
以
上
’
四
○
年
未
満
一
五
二
、
○
○
○

二
十
五
年
以
上
’
二
千
年
未
満
一
三
六
、
○
○
○

三
十
年
以
上
’
三
十
五
年
未
満
一
四
四
、
○
○
○

十

五
年
以
上
’
二
十
年
一

十
年
以
上
’
十
五
年

五
年
以
上
’
十
年
耒

三
年
以
上
、
’
五
年
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新
し
い
道
路
交
通
法
が
昨
年

の
十
二
月
二
十
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
ま
か
い
点
に
つ
い
て
は

ま
だ
ず
だ
知
ら
ず
に
お
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
・
今
回
は

み
な
さ
ん
の
生
活
に
雄
も
身
近

か
た
自
転
平
や
バ
イ
ク
の
乗
車

と
祇
載
の
制
限
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

㈲
原
動
機
付
自
転
車
の
乗
車

叉
は
積
載
の
制
限
に
つ
い
て

①
乗
車
人
員
は
オ
ニ
種
原

動
機
付
自
転
車
（
五
十
一

蛇
か
ら
百
二
十
五
吟
ハ
イ

ク
）
で
乗
車
装
置
を
備
え

る
も
の
は
二
人
、
矛
一
種

原
動
機
付
自
転
車
（
五
十

唾
以
下
の
バ
イ
ク
）
は
一

人
し
か
乗
車
で
き
ま
せ
ん

②
積
載
重
重
は
才
二
極
原

動
機
付
自
転
車
で
積
載
の

設
備
を
備
え
る
も
の
は
三

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
ニ
種

原
動
機
付
自
転
車
は
四
十

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ
ヤ
カ

ー
を
け
ん
引
す
る
場
合
に

は
百
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

下
し
か
積
載
で
き
ま
せ
ん

③
積
載
容
量
に
つ
い
て
は

１
，
１
．
’
侶
町
胸
刷
唯
型
郡
誹
甘
．
言
凸

霧
邑司八
基2F.

鱈
篭
b二誰興
窓迄

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
乗
車

積
載
制
限
が
変
り
ま
し
た

次
の
通
り
で
す
。

○
長
さ
Ⅱ
原
動
機
付
自
転
車

の
乗
車
装
置
叉
は
積
載
装

置
の
長
さ
に
○
、
三
メ
ー

ト
ル
を
加
え
た
も
の

○
巾
Ⅱ
原
動
機
付
目
転
車
の

乗
車
装
置
又
は
積
載
装
置

の
巾
に
○
、
三
メ
ー
ト
ル

を
加
え
た
も
の

○
商
さ
Ⅱ
地
上
二
メ
ー
ト
ル

目
自
転
車
の
乗
車
又
は
祇
赦

の
制
限
に
つ
い
て

の
自
転
車
は
交
通
ひ
ん
ぱ

ん
な
場
所
で
は
運
転
す
る

者
以
外
の
者
は
原
則
と
し

て
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
乗
車
装
置
を
備
え
る

も
の
で
六
才
未
満
の
幼
児

を
乗
車
さ
せ
る
場
合
は
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

②
積
載
重
量
は
矛
一
種
原

動
機
付
自
転
車
と
同
じ
で

す
。

③
稜
載
容
堂
に
つ
い
て
は

矛
一
種
、
矛
二
種
原
動
機

付
自
転
車
と
同
じ
で
す
。

㈲
自
転
車
を
運
転
す
る
場

合
の
遵
守
事
項

茨
城
県
道
路
交
通
法
施
行
細

則
で
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路

＃
判

燕
可
ワ
守
、
Ｐ
口
雲
凸
到
蛾

一

“

】

皿

奉

憩
蹴
誰

零

詳

硬

斗

疲

鉢

罐

轆

郡

唾

拝

坤
罰
誰

岸
舗
瑚

哩
祉
副

午
呼
誇
令
凸
司
Ｌ

害
保
型

呼
ロ
秀
可
認
寺
蹴
￥

悪
識

憲翻命寺、守、、

雲
．
叩
詫

時’閉午調宇酬弄鍛

毒
叩
群
舅
評

宇
蜴

夕

、

、

泰
那
濫
詫
嘱

翻

套鯉妙紳叩舞

で
カ
サ
を
さ
し
て
自
転
車
を

運
転
し
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
や

・
ヘ
ル
の
設
備
の
不
完
全
な
自

転
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
禁

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
原
動
機
付
自
転
車
と
自
転

車
の
乗
車
、
積
載
の
制
限
、
そ

の
他
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
ら
に
違
反
す
る
と
三
菖
円
以

下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

（
高
萩
警
察
署
交
通
係
）

線

お
ｏ＃

来
る
三
月
二
十
二
日
高
萩
市
に

お
い
て
自
動
車
運
転
免
許
試
験

（
小
四
。
自
三
、
軽
二
輪
、
農

耕
用
、
矛
二
種
原
自
）
を
行
う

予
定
で
す
か
ら
今
か
ら
準
備
し

て
合
格
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
り
ま

す
。

、

せう

谷地川排水路改修工事完成 す
で
に
立
春
も
過
ぎ
た
の
に
毎

日
季
節
風
が
吹
き
、
乾
燥
し
毎

日
の
新
聞
紙
上
に
火
事
の
記
事

の
出
な
い
日
は
な
い
と
云
っ
て

よ
い
位
火
事
が
多
く
、
本
市
に

於
て
も
二
月
中
に
す
で
に
四
件

の
火
災
の
発
生
を
見
て
お
り
ま

す
。
昔
か
ら
よ
く

云
は
れ
て
お
り

ま
す
よ
、
う
に
、

《
「
火
事
は
最
初

こ
者
》
の
五
分
間
」
が

は
水
《
大
切
で
す
、
し

叫
抽
峰
《
一
睡
勢
咋
鋲
や
畔

謡
い
峰
誕
一
騨
稚
晴
雄
魑
評

峯
蜘
諏
丞
》
で
「
火
事
、
何

碓
》
麺
吋
一
劃
御
“
岬
州
峠

失対事業の一環として昨年四月から開始された谷地,l l l排水路改修工事はこ
のほど完成しました。 この完成により市の中央を流れる谷地川からの水害
はとりのぞかれ、環境衛生の面にも大いに役立つことでしょう。

い～急”一ざや守丸ダーーーージヘ″ジ、づﾍ一色へ……ユ券針子雫みみ.ハノハ〆･ハハ典〆歩酔一律ハグ■ﾛ八四や公ふみ－ 〃…ザーー季訟聖戸蓉賜

火
災
通
報
に
つ
い
て
お
願
ひ

ｌ
最
初
五
分
間
が
大
切
Ｉ

☆
幼
い

『
映
画
と
話
し
合
い

の
会
』

二
月
十
五
日
よ
り
二
十
五
日

ま
で
市
内
の
公
民
舘
を
中
心
に

〃
よ
り
倖
せ
な
生
澗
を
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
〃

と
い
う
テ
ー
一
寸
で
「
映
画
と
話

し
合
い
の
会
」
を
実
施
し
ま
す

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
″
わ
た

く
し
た
ち
の
く
ら
し
、
住
糸
よ

い
街
す
ぐ
り
の
た
め
の
新
し
い

人
間
関
係
を
作
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
多
数
の
こ
参
集
を
お
待
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
各
地
区
ご

と
の
日
程
に
つ
い
て
は
公
民
舘
『

長
を
池
し
て
お
知
せ
し
ま
す
。
↑

毒
垂

霞
力

》

け
れ
ば
た
だ
ち
に
市
内
の
消
防

車
が
出
動
い
た
し
ま
す
か
ら
慌

て
ず
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

早
い
通
報

少
な
い
損
害
／

’

＝＞ ＝三＝－

－270
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恒
例
の
消
防
出
初
式
は
一
月
八

日
午
前
九
時
か
ら
駅
前
大
通
り

に
於
て
自
動
車
ポ
ン
プ
六
台
、

可
搬
勤
力
ポ
ン
プ
十
五
台
、
団

員
三
六
六
名
と
高
萩
炭
砿
消
防

隊
の
出
場
を
得
て
盛
大
に
行
わ

れ
た
。

当
日
は
絶
好
の
決
晴
に
恵
ま
れ

元
気
あ
ふ
れ
る
団
員
諸
氏
の
き

び
ノ
、
し
た
行
動
は
見
る
人
を

し
て
、
ま
こ
と
に
心
強
さ
を
感

じ
さ
せ
た
。

式
は
先
づ
穂
積
副
剛
促
の
附
会

の
こ
と
ば
に
始
ま
り
航
い
て
団

旗
が
登
壇
し
退
転
団
幽
の
表
彰

が
行
わ
れ
消
防
長
（
市
長
）
の

服
装
点
検
、
機
械
点
検
が
あ
っ

た
の
ち
来
喪
の
祝
辞
が
あ
り
終

っ
て
高
萩
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
先
導
で
市
中
分
列
行
進
を

出初式恒例の
6

開
始
、
続
い
て
安
良
川
の
県
道

沿
い
に
於
て
放
水
試
験
を
行
い

そ
の
偉
容
を
違
憾
な
く
発
揮
し

て
意
義
あ
る
出
初
式
を
終
了
し

た
。
尚
当
日
の
表
彰
者
は
次
の
と

狩
り
。

去
年
の
夏
に
北
海
道
を
は
じ
め

各
地
で
流
行
し
た
セ
キ
ズ
イ
性

小
児
マ
ヒ
（
一
名
ポ
リ
オ
と
も

い
う
）
は
子
を
も
つ
家
庭
を
恐

怖
さ
せ
ま
し
た
が
秋
期
に
な
る

に
つ
れ
て
終
り
を
つ
げ
一
応
安

心
し
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
小

さ
い
子
ど
も
の
口
か
ら
ポ
リ
オ

ピ
イ
ル
ス
が
直
接
か
、
ま
た
は

分

矛
三
分
団

矛
一
分
団

″矛
一
分
団

″″″″矛
二
分
団

″オ
ニ
分
団

″矛
三
分
団

″″″″才
四
分
団

″″″″″〃″矛
五
分
団

乳
幼
児
の
敵
「
小
児
マ
ヒ
」

退
賑
者
感
謝
状
贈
呈
者
氏
名

矛
一
部

″矛
三
部

″″″″汁
一
部

″オ
ニ
部

″オ
ニ
部

才
三
部

矛
四
部

″″オ
ニ
部

″″〃才
三
部

″″″ 団

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
／
、

副
分
団
長

〃班部団〃班部〃班部団部団部班祁〃〃〃〃〃団班分役
団

長長員 長長 長長員長員長長長 貝長長転

ハ
エ
や
ゴ
キ
ブ
リ
（
ア
プ
ラ

虫
）
な
ど
に
よ
っ
て
運
搬
さ
れ

て
健
康
児
の
口
に
入
る
も
の
で

す
。
症
状
は
妓
初
は
カ
ゼ
の
よ
う
な

の
で
医
師
も
気
が
つ
か
ず
マ
ヒ

が
出
は
じ
め
て
ポ
リ
オ
と
分
る

く
ら
い
見
わ
け
が
困
難
で
す
。

予
防
方
法
と
し
て
は
手
洗
の
励

鈴皆皆小細大

棚
谷
立
夫

浅
田
秋
次
郎

斎
藤
昌
夫

士
谷
三
郎

今
泉
雅
司

沼
Ⅲ
義
栄

的
場
伊
久
夫

柴
川
藤
一

伊
藤
二
三
男

横
山
晃

柴
田
盟
吉

磯
野
留
男

小
野
瀬
二
郎

大
部
章

下
山
田
勲

下
山
田
利
男

朝
日
久

小
野
武
男

黒
沢
章

鈴
木
道
男

大
高
由
弘

細
金
四
即

氏

本川川岼金高木
琴』

尚昭弘 四由道
名

二一吉正郎弘男章

行
や
カ
ゼ
を
引
い
た
家
な
ど
へ

近
寄
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、
積

極
的
な
方
法
と
し
て
は
予
防
接

種
を
す
る
こ
と
、
で
す
。

こ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
薬
（
ワ
ク
チ
ン
）
が

少
な
か
っ
た
た
め
に
希
望
し
て

も
受
け
ら
れ
な
い
現
状
で
し
た

が
、
こ
の
た
び
厚
生
省
で
は
、

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
量
産
の
見

透
し
が
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず

昭
和
三
十
六
年
一
月
か
ら
三
月

ま
で
の
間
に
、
生
後
六
ヶ
月
か

ら
一
年
六
ヶ
月
の
幼
児
（
厳
密

に
は
昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
五
年
六
月
三
十

場 所 一回目 ’二回目 三回 目 時 間

午後2,00～2,30秋山小学校 実施中

〃

2月21B
2回目接種後7ケ－

月目です

後日お知らせし

ます。

高萩炭砿劇場 〃 2,4()～3,1(）〃

安良川公民舘 ’ 〃 2月22日 〃 1，Ⅸ)～1,30

研修会舘 〃 1.40～2,10〃 ’ 〃

高萩保健所

関口公民舘

０
０
０

３
１
３

虫
工
Ｌ

一
一
一

０
０
０

０
０
９
〕

Ｌ
１
１

〃

〃

〃

″

″
〃

2月23日

南組公民舘 〃 ｜ 〃

日
ま
で
に
出
生
し
た
も
の
）
に
一

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
行
う
方
針

を
き
め
ま
し
た
。
本
市
で
も
こ

の
方
針
に
も
と
づ
い
て
矛
一
回
ゞ

の
予
防
接
種
は
目
下
実
施
中
で

す
か
ら
該
当
者
は
で
き
る
だ
け

予
防
接
穂
，
を
う
け
て
く
だ
さ
い

予
防
接
禰
は
三
側
で
才
一
回
は
ゞ

一
匪
接
秘
し
、
そ
の
後
二
’
六

週
間
た
っ
て
才
二
回
目
一
“
を

行
な
い
、
さ
ら
に
約
七
ヶ
月
目

ご
ろ
に
矛
三
回
目
一
ｍ
を
接
種

し
ま
す
。
当
市
に
於
け
る
予
防
ゞ

接
種
の
予
定
表
は
次
の
通
り
で

牛
ｑ
ゾ
。下手綱公民舘 1，40～1．β(）〃〃

〃

″
″大能公民舘 2月24日 ］,00～],10

中戸川公民舘 1,20～1,3()〃

〃

″
″2月25日若栗教場 ］'0()～1 ,8()

上君田小学校 ０
０

月
の
、
ｙ
，

３
１
一
一
０
０
３
３
２
２１

〃

〃

〃

2月27日

″
〃

’
｜

横川小学校

下君田小学校 ’ 〃 〃 〃 2'30~恩'30

－271－
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き
び
し
い
寒
さ
の
う
ち
に
も

三
日
節
分
、
四
日
立
春
で
、
日

あ
し
は
少
し
ず
つ
の
び
て
お
り

枕
の
つ
ぼ
み
が
小
さ
く
ふ
く
ら

み
は
じ
め
ま
す
。
こ
の
月
は
近

づ
く
春
へ
の
準
備
に
か
か
る
と

と
も
に
入
学
、
進
学
就
転
と
い

る
ノ
、
心
く
ば
り
が
た
い
へ
ん

な
月
で
す
。
季
節
も
火
事
の
多

い
月
で
火
の
元
に
十
分
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

。
１
Ｊ
。
◎
冬
の
季
節
も
終
わ

（
衣
）
り
に
近
づ
い
た
の
で

・
１
１
。
衣
類
の
検
討
と
蕊
理

を
い
た
し
ま
す
。
二
月
は
冬
物

衣
類
の
買
入
れ
ど
き
と
い
わ
れ

よ
ゅ
う
さ
え
あ
れ
ば
、
割
り
安

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◎
二
月
は
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
月
で

す
ク
ッ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
の
か
た

わ
ら
に
、
洋
服
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

も
一
し
よ
に
か
け
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
た
■
し
区
別
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
お
き
ま
す
〕
外
出
や

お
仕
事
か
ら
帰
っ
た
ら
ズ
ボ
ン

や
オ
ー
？
ハ
ー
の
す
そ
回
り
を
よ

く
払
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

屋
内
に
ホ
コ
リ
を
持
ち
こ
む
の

は
風
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

◎
日
ざ
し
は
の
び
て
も
、
ま
だ

弱
く
洗
た
く
物
の
乾
燥
が
思
う

よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
固
定
さ

れ
た
物
干
場
だ
け
で
な
く
、
ビ

ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど
で
干
し
物
が 口

〃

春
〃
へ
の
あ
し
お
と

’
二
月
生
活
の
し
お
り
Ｉ

太
陽
に
当
た
る
よ
う
に
、
所
を

こ
ま
め
に
動
か
し
て
お
く
の
も

い
い
方
法
で
す
。
日
が
お
ち
て

外
に
出
し
て
お
く
の
は
、
か
え

っ
て
し
め
ら
せ
た
り
、
こ
お
ら

せ
た
り
乾
き
を
お
そ
く
し
ま
す

。
、
－
ノ
。
◎
昼
夜
の
柵
度
差
が

（
食
）
は
げ
し
く
な
る
に
っ

。
』
！
。
れ
て
、
カ
ゼ
ひ
き
が

ふ
え
ま
す
。
こ
れ
を
ふ
せ
ぐ
に

は
、
ま
ず
体
の
栄
養
を
つ
け
、

抵
抗
力
を
与
え
る
こ
と
。
二
月

は
ほ
か
の
月
に
く
ら
べ
る
と
食

物
の
材
料
が
少
な
い
し
、
特
に

新
鮮
な
野
菜
が
不
足
し
ま
す
。

主
婦
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
摂

取
す
る
材
料
の
配
分
を
考
え
て

あ
げ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
し

ょ
う
。
特
に
タ
ン
。
〈
ク
質
、
脂

肪
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

（
、
、
、
カ
ン
や
な
つ
菜
）
は
た
く

弐
一
し
ル
ー
り
ま
し
よ
う
。

醗翫星趨
本月の納税は

固定資産税

才4期です
2月28日までにお納め下さい

下記の地区へは係員が出張いた

しますからご利用下さい。

旧上君田出張所

2月28日{"':":
下手綱公民舘

2月28日{"81":

◎
暖
房
す
る
の
で
窓
を
し
め
て

。
１
Ｊ
。
い
る
時
間
が
多
い
し

（
住
）
天
じ
よ
う
や
か
も
い

。
ｉ
、
。
に
ス
ス
や
ホ
コ
リ
が

た
ま
り
や
す
い
と
き
で
す
。
家

族
の
た
め
、
と
く
に
乳
幼
児
の

い
る
家
庭
で
は
、
夏
以
上
に
念

入
り
に
お
そ
う
じ
を
や
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎
寒
さ
に
ぶ
し
よ
う
し
て
台
所

の
ご
象
が
シ
ュ
ー
ト
や
ど
ぶ
に

た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
匿
い

日
を
え
ら
ん
で
、
近
所
を
さ
そ

い
合
せ
て
、
情
そ
う
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
ゴ
、
、
、
箱
の
ま
わ
り
、

お
便
所
の
そ
ば
の
士
を
堀
り
か

え
し
、
ハ
エ
の
サ
ナ
ギ
を
見
つ

け
出
し
、
つ
ぶ
す
か
焼
く
か
、

あ
る
い
は
少
し
深
め
に
堀
っ
て

う
め
る
か
す
る
と
、
ハ
エ
の
発

生
か
よ
ほ
ど
ち
が
っ
て
き
ま
す

◎
庭
の
草
木
も
春
の
準
備
を
は

じ
め
て
ま
す
。
寒
肥
を
ほ
ど
こ

す
の
は
ま
だ
お
そ
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
も
ご
え
や
木
灰
の
類

よ
く
腐
っ
た
・
コ
ミ
土
や
た
い
肥

を
根
の
ま
わ
り
に
す
き
こ
象
ま

す
。
バ
ラ
の
せ
ん
定
は
芽
の
動

き
の
な
い
う
ち
に
。

農
業
冬
期
基
本

調
査
を
実
施

二
月
一
日
現
在
で

今
年
も
市
内
の
約
千
七
百
戸

の
農
家
に
冬
期
農
業
基
本
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
冬
期

農
業
の
実
態
を
調
査
し
、
行
政

施
箙
の
韮
礎
資
料
を
作
る
た
め

の
た
い
へ
ん
重
要
な
調
査
で
あ

◎
洲
森
の
時
期

り
士
卑
９

皆
さ

昭
和
三
六
年
二
月
一
日
現
在

◎
調
査
の
範
囲

調
査
の
時
期
に
勺
仔
す
る
次

い
た
し
ま
上

＝

一
協
力
を
お
凧
い

の
農
業
事
業
体
に
つ
き
実
施
す

る
。

①
農
家

②
そ
の
他
の
農
業
事
業
体

（
学
校
、
会
社
、
協
同
組

合
、
試
験
場
、
そ
の
他
共

同
経
営
等
）

③
調
査
の
規
模
は
経
営
耕

地
而
積
五
畝
以
上
と
す
る

◎
訓
奄
事
項

同
世
幣
主
（
符
理
者
の
氏
名

目
股
家
人
口
（
男
女
別
）

白
経
営
土
地
の
而
祇

”
冬
作
物
の
作
付
面
積

㈲
家
畜
家
禽
の
飼
養
班
羽
数

内
サ
イ
ロ
の
設
備
基
数
及
び

家
畜
別
使
川
数

個
農
業
用
機
械
台
数
及
び
所

有
者
数

㈹
昭
和
三
五
年
産
農
作
物
の

収
權
面
積
及
び
反
当
収
量

…涙匠Z

二
月
の
古
い
呼
び
名
の
代
表

的
な
も
の
は
「
き
さ
ら
ぎ
」
と

來
鐘
（
き
ょ
う
し
よ
う
）
で
す

「
き
さ
ら
ぎ
」
の
お
こ
り
は
二

月
は
さ
む
く
斎
物
を
着
た
が
上

に
更
に
重
ね
て
着
る
か
ら
着
更

着
（
き
さ
ら
ぎ
）
ま
た
は
衣
更

着
（
き
い
さ
ら
ぎ
）
と
い
う
の

だ
と
さ
れ
、
ま
た
來
鐘
の
火
は

草
木
の
生
え
出
る
こ
と
、
鐘
は

種
を
意
味
し
、
ち
ょ
う
ど
二
月

（
旧
暦
）
は
そ
れ
ら
が
は
っ
き

り
す
る
季
節
だ
か
ら
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
如
月
、

梅
見
月
、
雁
帰
月
な
ど
た
く
さ

ん
の
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。
二

月
の
行
事
の
主
な
も
の
を
あ
げ

る
と
△
三
日
節
分
、
豆
ま
き

一
年
中
の
気
候
の
か
わ
り
目

の
一
つ
、
立
春
の
前
日
を
さ
す

こ
の
大
場
豆
を
い
っ
て
マ
ス
に

入
れ
神
蛭
供
え
た
あ
と
部
屋
を

倉
を
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と

さ
け
び
な
が
ら
ま
い
て
歩
く
、

千
年
位
昔
か
ら
の
行
事

△
四
日
立
春
、
よ
ん
で
字
の

通
り
春
立
ち
そ
む
る
季
節
の
意

△
六
日
初
午
、
初
め
て
の
午

の
日
に
行
な
う
稲
荷
神
社
の
御

祭
り
、
祭
神
は
稲
荷
大
神
で
、

衣
食
住
の
祉
神
で
股
商
業
を
守

礎
す
る
神
様

△
八
日
針
供
従

△
十
五
日
ね
は
ん
会

釈
迦
の
入
滅
の
当
日
、
供
養

の
法
会
を
街
な
む
、
旧
箙
月

△
十
七
日
伊
勢
神
宮
祈
年
祭

△
十
九
日
雨
水
、
二
十
四
節

気
の
一
つ
、
立
春
の
後
十
五

日
目
に
当
た
る
。

望j
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